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１ 総合計画の位置づけ 
  

１．計画策定の目的 

 

本村は、平成 19 年３月に第４次宜野座村総合計画（基本構想・基本計画）を策定し、「水

と緑と太陽の里・宜野座村」を将来像として、村民と行政が知恵と力を出し合い、ともに協

力してむらづくりを進めてきました。 

 

これまでの計画期間においては、少子高齢化及び人口減少時代の到来をはじめ、世界的な

金融・経済危機、地球温暖化対策、東日本大震災を契機とした安全・安心に対する意識の高

揚など、私たちを取り巻く社会経済情勢は大きく変化しました。 

 

しかし、本村においては、今後、少子高齢化に伴う地域活力の低下、生産年齢人口の減少

に伴う税収の減少、社会保障費の増大などが予想されることから、これまで以上に厳しい財

政状況になることが想定され、これからは、時代の変化や多様化する村民ニーズに柔軟に対

応できる自主性と地域の特性を生かしたむらづくりを進めていくことが求められています。 

 

第５次宜野座村総合計画は、こうした社会経済情勢、地域の状況及びこれまで築き上げて

きたむらづくりの成果と今後の課題を十分に踏まえ、本村がさらに発展していくむらづくり

に取り組むための総合的な指針として策定します。 
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２．総合計画の役割 

 

○村の最上位計画である「むらづくりの羅針盤」 

・総合計画は、地方自治体が目指す将来像とそれを達成するための基本的な方針等を定める

計画です。また、宜野座村のむらづくりの基本となる最上位の計画であり、本村の自治の

道しるべとなる『むらづくりの羅針盤』です。 

・また、国や沖縄県、近隣市町村等に対しては、本村の基本的な考え方を主張し、必要な施

策を調整・反映させていく連携の基礎となるとともに、全国に向けて積極的に情報発信し

ていく役割も担っています。 

 

○村民と行政の協働による「むらづくりのための行動指針」 

・将来的にむらづくりの担い手が減少することが見込まれる中、行政のみならず村民や団体、

事業所等が連携・協力してむらづくりを進めていく必要があります。 

・そのため、それぞれが対話や交流を重ね、目標を共有し、お互いへの理解と共感を大切に

し、協力し合う関係を生み出していく協働による『むらづくりのための行動指針』として

の役割を担っています。 

 

○計画的なむらづくりの達成状況を示す「進行管理のものさし」 

・総合計画は、本村が目指す将来像の実現に向けて取り組む内容を定めるとともに、その取

り組みが計画的に実施されているかどうかを進行管理し、評価するためのものでもありま

す。 

・各分野の目標を明確にし、その目標の達成状況を示す『進行管理のものさし』としての役

割を担っています。 

 

 

 

 

 

 

 

  総合計画の 

３つの役割 

むらづくりの

羅針盤 

行動指針 
進行管理の 

ものさし 
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基本構想 

前期基本計画         後期基本計画 

実 施 計 画 

中間年次に見直し 

３年間のローリング

方式で毎年見直し 

３．計画の構成と計画期間 

 

第５次宜野座村総合計画は、「基本構想」及び「基本計画」、「実施計画」から構成されてい

ます。それぞれの内容構成と期間は以下のとおりです。 

 

（１）基本構想 

基本構想は、本村が目指すむらづくりの目標（将来像、むらづくりの方向、将来人口）を

定め、これを実現するための施策大綱、施策体系等を示します。 

2016(平成28)年度を初年度とし、2025(令和７)年度を目標年度とする10年間の構想です。 

 

（２）基本計画 

基本構想で掲げた目標及び施策大綱を実現するために、健康福祉、教育文化、産業振興

等の分野別の基本的な方向や施策等を総合的・体系的に示します。 

2016(平成 28)年度から 2020(令和２)年度までの５年間を前期基本計画、2021(令和３)年

度から 2025(令和７)年度までの５年間を後期基本計画とし、必要な見直しはその際(中間

年次)に行います。 

 

（３）実施計画 

基本計画で定められた施策をどのように実施していくかを具体的に示すもので、毎年度

の予算編成や当面の行財政運営の指針となるものです。 

計画期間は３年間（ローリング方式）とし、毎年度見直しを行います。 
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４．基本構想、SDGs、総合戦略との関係等 

 

■基本構想 

本村の基本構想（第５次宜野座村総合計画 平成 29年３月）は、「むらづくりの将来像（将

来像、将来人口、土地利用構想）」、「むらづくりの施策大綱（むらづくりの基本方向、村政

運営の方向）」、「むらづくり重点戦略」から構成され、将来像を実現するために基本的な政

策の考え方を定めています。 

2016(平成 28)年度から 2025(令和７)年度を基本構想の期間としており、将来人口の修正以

外は現行の基本構想を変えないで、引き続き踏襲するものとします。 

2025(令和７)年を目標年とする将来人口は

5,800 人としていましたが、令和２年の国勢

調査では 5,833人と目標人口を達成していま

す。そのため、2025(令和７)年の将来人口は

6,000人に修正します。 

 

 

 

■ＳＤＧsの考え方 

ＳＤＧｓとは「Sustainable Development Goals（持続可能な開発目標）」の略称であり、

2015年９月の国連サミットで採択されたもので、国連加盟 193か国が 2016年から 2030年の

15年間で達成するために掲げた世界共通の目標です。ＳＤＧｓは 17の「目標」からなり、各

目標を細分化し、達成期限を定めた「ターゲット」が 169あります。 

地球上の誰一人として取り残さない社会の実現を目指し、経済、社会、環境の三側面にお

ける持続可能な開発を統合的取組として推進するＳＤＧｓ（持続可能な開発目標）の考え方は、

持続可能な村政運営、地方創生の実現に資するものであることから、第５次宜野座村総合計

画・後期基本計画の施策とＳＤＧｓを関連づけ、一体的な推進を図ります。 

 

 

■まち・ひと・しごと創生総合戦略との関係 

「第２期宜野座村まち・ひと・しごと創生総合戦略」

については、本村の最上位計画である第５次宜野座村総

合計画の将来像を実現するため、「まちの創生」・「ひと

の創生」・「しごとの創生」を基本とした、まち・ひと・

しごと創生の実現に向けた個別計画の一つとして位置づ

けています。 

  

総合計画と総合戦略の関係性 
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補足：計画の全体構成 
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補足：後期基本計画の見方 

後期基本計画で各分野における施策等を下記のように構成しています。 

 

 

 

 

  

 

現状と課題： 

本施策を推進する背景

として、全国あるいは

本村の現状とこれから

の取組課題等を記載し

ています。 

 

施策のめざす方向： 

基本施策を展開してい

くうえで、めざすべき

基本的な方向を記載し

ています。 

 

基本施策： 

基本政策を実現するた

めの最も基本となる施

策を記載しています。 

 

本市の現況と課題につい

て、分かりやすく表現する

ための参考データを掲載

しています。 

※それぞれの基本施策がみやすいように、基本的に見開き頁で構成しています。 
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施策展開： 

「基本施策」及び「施

策のめざす方向」を実

現するための取り組み

内容を記載していま

す。また、取り組みの

主体や連携・協力する

団体等を明確にするよ

うに示しています。 

 

指標： 

「施策展開」に取り組

み、その達成状況を示

す指標です。 

・現状値は令和２年度等、
目標指標は令和７年度
を基本的に示していま
す。 

 

基本政策： 

「水と緑と太陽の里・

宜野座」の将来像を実

現するための６つの柱

を記載しています。 

 

： 

基本施策ごとに関連

する の目標を

示しています。 


